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付図 2.5.1-5（1） 底質（T-P）の水平分布（2000（平成 12）年度～2017（平成 29）年度） 

出典：環境省「有明海・八代海等再生対策検討作業支援業務」 
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付図 2.5.1-5（2） 底質（T-P）の水平分布（2000（平成 12）年度～2017（平成 29）年度） 

出典：環境省「有明海・八代海等再生対策検討作業支援業務」 
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2.6 貧酸素水塊 

2.6.1 有明海の底層溶存酸素量の状況 

生活環境の保全に関する環境基準（底層溶存酸素量）は付表 2.6.1-1 に、有明海に

おける底層溶存酸素量の経年変化は付図 2.6.1-1 に示すとおりである。 

 

付表 2.6.1-1  生活環境の保全に関する環境基準（底層溶存酸素量） 

項目 

 

類型 

水生生物が生息・再生産する場の適応性 

基   準   値 

底層溶存酸素量 

生 物  

1 

生息段階において貧酸素耐性の低い水生生物が生息できる場を保

全・再生する水域又は再生産段階において貧酸素耐性の低い水生

生物が再生産できる場を保全・再生する水域 

4.0mg/L以上 

生 物  

2 

生息段階において貧酸素耐性の低い水生生物を除き、水生生物が

生息できる場を保全・再生する水域又は再生産段階において貧酸素

耐性の低い水生生物を除き、水生生物が再生産できる場を保全・再

生する水域 

3.0mg/L以上 

生 物  

3 

生息段階において貧酸素耐性の高い水生生物が生息できる場を保

全・再生する水域、再生産段階において貧酸素耐性の高い水生生

物が再生産できる場を保全・再生する水域又は無生物域を解消する

水域 

2.0mg/L以上 

出典：水質汚濁に係る環境基準（昭和 46 年環境庁告示第 59 号） 
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